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平成

31
年度

健康保険組合予算成立！

健康保険（一般勘定）

収入の状況

1 介護保険（介護勘定）2

“平成31年度は、一般保険料率、介護保険料率共に据え置き、変更はしません”

平成31年度の予算が、去る2月12日に開催された健康保険組合の組合会において可決承認され、
監督官庁に健保予算に係わる届出書を提出しました。監督官庁に提出した「一般勘定」と「介護勘
定」、それぞれの平成31年度予算について概要をお知らせします。

　予算総額は、82億9,434万円で、平成30年度予算と比べ306万円の増となります。

収入の状況

支出の状況

　主な収入としては、事業主及び被保険者の皆さんからの保険
料収入の77億5,415万円（総収入の93.5％）です。

　主な支出には、保険給付費37億9,482万円と納付金34億9,975

万円があり、総支出の88.1％を占めます。また、特定健診・特定保
健指導・人間ドック・主婦健診等の疾病予防、体育奨励や各種の
情報提供を行うための保健事業費として4億3,755万円計上して
います。今年度も厚生労働省の提唱する「第２次健康日本21」の
考えを踏まえ、事業を推進していきます。
　予備費は、不測の出費に対処するために、2億9,050万円計上
しました。

介護保険収入予算
健康保険支出予算

科　　目 内訳（％）予算額（千円）
事務所費
保険給付費
　　法定給付費
　　付加給付費
納付金
　　前期高齢者納付金
　　後期高齢者支援金
　　退職者給付拠出金
　　老人保健拠出金
　　病床転換支援金
保健事業費
還付金
財政調整事業拠出金
連合会費
その他
予備費

計

128,308
3,794,816
3,589,105
205,711
3,499,754
1,234,696
2,264,810

238
10
0

437,547
254

134,879
2,305
5,977

290,504
8,294,344

1.55
45.75
43.27
2.48
42.19
14.88
27.31
0.00
0.00
0.00
5.28
0.00
1.63
0.03
0.07
3.50

100.00

介護保険料収入
繰越金
繰入金
国庫補助金受入
雑収入

計

948,858
0

260,000
1
4

1,208,863

78.49
0.00
21.51
0.00
0.00

100.00

平成31年度予算のなかで、重要な支出科目である保険給付費と納付金の状況について説明します。

　保険給付には、法定給付と付加給付があります。皆さんが医療
機関で診察を受けた際の健康保険負担分の支払いや、傷病時や
出産時の給付をしています。近年の高齢化、生活環境の変化によ
り一人当たり給付費に増加傾向が見られます。

●保険給付費
　監督官庁から示された計算式と諸率で計算をした当健康保険組
合の前期高齢者納付金、後期高齢者支援金等は全国の前期高
齢者医療費の増加や後期高齢者支援金の総報酬割による負担
の影響で今後増加が見込まれます。

●納付金

健康保険収入予算

健康保険料率負担割合

科　　目 内訳（％）予算額（千円）

事業主 合計被保険者

健康保険収入
　　保険料
　　国庫負担金収入
調整保険料収入
繰入金
国庫補助金収入
財政調整事業交付金
雑収入

計

7,754,149
7,752,333

1,816
134,879
300,001
3,803
73,441
28,071

8,294,344

93.49
93.47
0.02
1.63
3.62
0.05
0.88
0.33

100.00

1000
47.5

1000
31.5

1000
79

（平成31年3月1日より適用）

介護保険料率負担割合
事業主 合計被保険者

1000
6

1000
6

1000
12

（平成31年3月1日より適用）

　予算総額は、12億886万円で平成30年度予算に比べて1億9,546万円の増加となりました。納付金は、3/4が総報酬割になる平
成31年度は従来の加入者割と比べて約2.4億円増となり、平成32年度には全面総報酬割となりますので、さらに負担増となります。
　平成31年度は、介護準備金から2.6億円の繰り入れを行うことにより、介護保険料率を12／1000に据え置きます。

　収入予算は、主に事業主及び介護保険第2号被保険者と特定
被保険者の皆さんからの介護保険料収入（9億4,886万円）です。

科　　目 内訳（％）予算額（千円）

介護保険支出予算

介護納付金
還付金
積立金
予備費

計

1,198,915
84
1

9,863
1,208,863

99.18
0.00
0.00
0.82

100.00

科　　目 内訳（％）予算額（千円）

支出の状況
　支出予算の主なものは、国から通知された介護納付金11億
9,892万円です。介護勘定は、健康保険組合が被保険者の皆さん
から介護保険料を徴収し、社会保険診療報酬支払基金へ介護納
付金として納付するためのものです。平成30年度の介護勘定で生
じる収入支出の残金は、最終的には平成30年度決算の組合会で
決定されますが、全額法定準備金に繰り入れる予定です。

平成31年度・平成30年度予算対比

8,294百万円
平成31年度

8,291百万円
平成30年度

（百万円）

収
　入

（百万円）

支
　出

8,294百万円
平成31年度

8,291百万円
平成30年度

交付金 68
補助金  4

雑収入  15

繰入金 600

調整保険料
収入
126

健康保険料
収入
7,478

交付金 73
補助金  4

雑収入  28

繰入金 300

調整保険料
収入
135

健康保険料
収入
7,754

納付金
3,861

保険給付費
3,443

予備費  287

連合会費  3

その他 11

還付金
0

財政調整事業
拠出金
126

事務所費
138

保健
事業費
422納付金

3,500

保険給付費
3,795

予備費  290

連合会費  2

その他 6

還付金
0

財政調整事業
拠出金
135

事務所費
128

保健
事業費
438

0
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●介護保険料率について
　平成31年度の介護納付金は、3/4が総報酬割(総報酬の額に応じた負担)となり、従来のすべて加入者割(加入者数に応
じた負担)と比べ、約2.4億円の負担増になりますが、介護準備金からの繰り入れにより介護保険料率は変更しません。

●第2期データヘルス計画について
　現在、6年間の第2期データヘルス計画が進められていますが、平成31年度も事業主とのコラボヘルスとして健康日本
21の考えに基づき、第1次予防に向けた取り組みをしていきます。

●特定健診・特定保健指導について
　特定健診・特定保健指導の受診率、実施率の向上に向けた取り組みに力を入れていきます。

平成31年度　任意継続被保険者の保険料のお知らせ
　横河電機健康保険組合の平成31年度の平均標準報酬月額は470,000円となりました。よって任意継続被保険者の平成31年度
標準報酬月額の上限は470,000円となりました。470,000円の場合の月額保険料は下記のとおりです。

＊任意継続被保険者の標準報酬月額は、退職時の標準報酬月額か前年度9月30日現在の当組合の平均標準報酬月額470,000円のいず
れか低い額となっています。

退職時の標準報酬月額が470,000円未満　　   　 退職時の標準報酬月額となります

退職時の標準報酬月額が470,000円以上　　   　 標準報酬月額は470,000円となります

標 準 報 酬 月 額

470,000円平成31年４月分保険料より

健 康 保 険 料

37,130円

介 護 保 険 料

5,640円

月 額 保 険 料

42,770円
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